
２ 熊本博物館の紹介 【博物館のあゆみ】

熊本博物館が自然系・人文系資料を有する郷土の博物館として設立されたの

は昭和 年 年 のこと。それからいくつかの変遷を経て、昭和 年

年 、現在地（熊本城三の丸地区）に新築・移転した本館は、プラネタリウムを

併設した「独自性のある総合博物館」で、熊本城天守閣内には当館の分館があ

りました。

その後、 年近くが経過し、時代の流れに伴う新たなニーズや進歩する展示・

保存技術に対応すべく「リニューアル」に向けた準備が始まります。平成 年

年 月から大規模改修工事に入り、「平成 年（ 年）熊本地震」を

挟んでリニューアルオープンを果たしたのが平成 年（ 年） 月 日の

ことでした。

創立以来、当館の基本理念は「広域情報型・市民開放型・郷土立脚型・人間

密着型の博物館」で、県域に広がる多彩なフィールドの紹介、調査・研究の成

果を市民に還元する取組、郷土熊本の多様で豊かな資源の活用、時代や人々の

要請・要望への適切な対応等を重視してきました。リニューアル後もそれらの

基本理念を心に刻み、それぞれの分野（動物・植物・地質・天文・理工・保存

科学・考古・歴史・美術工芸・民俗）の特性を活かしながら日々の博物館活動

を展開しているところです。

今後も「より魅力的な総合博物館」として多くの方をお迎えし、「来てよかっ

た。また来るよ！」と喜んでいただけるよう努力してまいります。

熊本博物館 北側玄関付近 ﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ初日

３ ゲストティーチャー派遣（学校教育支援事業：お出かけ授業）

この事業は、【博物館が有する価値ある収蔵資料と学芸班職員の専門知識や技

能を学校での学習指導（授業）に活用し、子どもたちの学習意欲や問題解決能

力を高めるとともに、主体的に生きる力・生き抜く力の育成を支援する】ため

に行うものです。

主に小学校の社会科・理科の授業に学芸員・研究員をゲストティーチャーと

して派遣し（総合的な学習の時間、その他の教科等での派遣も一部あり）、先生

方の指導を補佐しながら学習内容・学習指導の充実を図り、教育効果を高める

ことを目指しています。

次のページから、当館作成の「小学校社会科・理科の各学年単元一覧表」「各

学年の年間指導計画」「学習内容説明シート」を掲載していますが、その中に「学

習セット（Ｓ）」、「学習プログラム（Ｐ）」という表記があります。

「学習セット（Ｓ）」は 単位時間の一部分（ 分～ 分程度）を学芸員・

研究員が主たる指導者として学習支援にあたる形態を意味しており、「学習プロ

グラム（Ｐ）」は 単位時間における展開のほぼ全てを学芸員・研究員が担う（先

生方には補佐をお願いする）形態を指す「便宜的な」言葉・表現です。

授業は先生方の構想や子どもたちの思いを柱として展開されるものですから、

この冊子で紹介した「学習内容の例」はプログラム（Ｐ）よりセット（Ｓ）の

方が多くなっています。それでも、できる限り柔軟に対応させていただきたい

と考えていますので（例えば、学習内容の追加・部分変更、内容によっては学

習プログラムの一部をタブレットを介した遠隔授業・遠隔解説として行うなど）、

まずはお気軽にご相談ください。

派遣授業や遠隔授業（遠隔解説）を通して、これからも多くの学校との交流

ができるよう願っています。

この「プログラム集」には小学校社会科・理科に関連する内容以外に、小中

学校共通の題材として「総合的な学習の時間、その他」のプログラムも例示し

ています。中学校での授業展開に活かせる部分もあるかと思いますので、ご一

読・ご活用くだされば幸いです。

※ 「問い合わせ先」は、裏表紙内側に記載しております。
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